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鋼箱桁橋の桁内除湿システムの防食効果検証に関する検討
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橋全体の積分値を算出したところ 9.8 g/kgとなる。なお，

Fig. 4の気流動を無視した場合の結果は，絶対湿度

10.3 g/kgであり，数値流体解析の結果とほぼ一致してい

る。

Fig. 7は，ダイアフラムで囲まれた部屋のうち 3ヶ所に

着目し，絶対湿度の変化を定量的に示したものである。着

目した箇所は，除湿機に最も近い部屋（Fig. 5 q），中間

支点上の部屋（Fig. 5 w），およびダクトの末端にあたる

部屋（Fig. 5 e）であり，各部屋における絶対湿度の時間

的変化を示，�: のFig. は（）�:
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